
 

いよいよ，１・２年生も年度末となりました。ついては，年度の最後に印象的な両学年の活動をまとめました。それぞれ良い

春休みを過ごし，互いに新年度の新たなスタートを切っていきましょう。 

２年生の活動 【合格者との懇談会】 ３月１６日（月） 

～今年度の入試で努力の成果を実らせた３年生から，入試突破の秘訣を聞きました。これからの自分の勉学の参考にし

ていきたいです。 

（参加者入学先：早稲田大学社会科学部，大阪大学外国語学部，明治大学理工学部，茨城県立医療大学保健医療学部など） 

☆主な感想 

○素直に言うと危機感を感じた。やはり、国公立大学に受かる人たちは量と質のバランスがとれていると思う。睡眠時間の話や、すき間時間の使い方 

についての話など、気になっていたことが聞けたので、とても良かった。大事なのは、これからの自分の行動である。今よりも、もっと変われるよ 

うに、やるべきことを素直に行っていく。（文系・男子） 

○自分の今の勉強を考えてみたら、「果たしてコレが本当に点数をあげるための勉強になっているのか？」という疑   

問がでてきた。やはり、勉強時間の数字だけにとらわれてしまったり、ただノートをひらいてボーッとしてしまった 

りするから、今日から意識して生活していく。（文系・女子） 

○三人共通して言っていたこと、自分の中で決めたことは曲げない、先生の話をよく聞く・頼る、勉強する時は勉強、  

休むときは休むというメリハリをつけること、などとても参考になった。勉強だけでなく、部活をやっていたときの 

過ごし方・勉強時間の作り方でも、電車の中、部活中の休憩時間を利用するなど、３人とも部活をやっていて、その  

合間で勉強し、大学に合格していったので見習いたい。（文系・男子） 

○３人の先輩の話を聞いて感じたことは、どの人も１冊を何回もくり返していた。何冊も買って中途半端になるよりも、１ 

冊をしっかりやることが大切だと分かった。古文単語をやる際に語幹の所を読んでいるというのは初めてきいたので試 

してみたい。どの人も息抜きはしていたが、メリハリをつけてる所が自分と違った。大学調べに関しては早めにしておく 

こと、場所・交通機関を確認しておくことが大切だと分かった。どの人もすごく勉強しているなと思った。自分はまだま 

だだと思った。何事も早めに行動することが大事だと分かった。今日の話を聞いて本当にだらだらしていられないと思っ 

た。（文系・男子） 

○共通していたのは基礎がとにかく大切ということ。早稲田に受かった先輩でも基礎が一番大切だ、と言っていたのが印象的だった。今はとにかく３ 

教科をしっかりとかためたいと思う。また、３人全員が英語の音読をしているということ。英語に慣れるために読むというのを聞いてなるほどと感 

じた。スラスラ読めるようになれば自信にもなるのでいいなと思った。眠くなってしまう時にも音読をすると効果があると言っていたので、試して 

みようと思う。他にも心に刻まれることがたくさんあった。先輩方から直接お話を聞くことができて本当によかった。（文系・女子） 

○皆、早いうちから努力していて、自分なりの勉強を見つけていました。また、皆、時間ではなく、ノルマを決めてや 

っていたと言っていました。受験は甘くないということ、テストで間違えた時の悔しさなどを忘れずに、１日１日大 

切に過ごしていきたいです。（文系・女子） 

○ここの大学行くんだって、口だけな自分を変えたいと思った。つらい努力から逃げて努力してるつもりというのは、 

自分の事だなと思い胸が痛くなった。これから、大きな失敗をしてくじけることもあると思うけど、今日の話を思い 

出して、頑張ろうと思った。（理系・女子） 

 

１年生の活動 【英語研修（於：ブリティッシュヒルズ(福島県天栄村)）】 ３月１４～１５日（土・日） 

～１年生 AC 参加者から希望者１６名（＋２年生１名自主参加）で１泊２日の英語語学研修に行ってきました。入館中は原則

英語以外発話禁止などふだんとは違う環境の下，スコーン作りなど英国文化を体験してきました。 

☆主な感想 

○今回の語学研修では，貴重な体験ができました。１つは会話です。学校でも英語の授業で教科の先生や ALT の先生と英語

で会話する機会はあり，たどたどしい英語でもある程度は通じましたが，うまく表現できないと全く通じず，自分の英語力の無さを実感しました。また，授業で習

った英文が通じるなど，英語の授業の大切さも感じました。もう１つはスピーチの書き方です。今まで英作文を書くときはとりあえず知っている構文にあてはめて

書いていましたが，キーワードをいくつか出してそれを頭の中でつなげていくという方法は書きやすかったので，今後にいかしたいです。 

○今回の研修では，スタッフは全員英語を話していたので，どうやって自分の意志を伝えれば良いか，常に緊張していました。スピー

チを作る際，文を丸暗記するのではなくキーワードを決めて，伝えたいことを素直に伝えるのが大切だと分かりました。「英語を話すの

に何も恐れることはないよ。みんなと同じく私たちも日本語を勉強している。なんでも怖がらずにやってみることが大切」というアド

バイスが印象に残りました。 

○今回，研修に参加して，自分の英語がどのレベルに達しているかを実感しました。ブリティッシュのスタッフさん，先生方は，ジョ

ークをまじえて教えて下さり，とても楽しかったです。ロビーやお土産屋さんでも英語しか使えないので，常に頭を使いました。2020

年にオリンピックがあり，小学校でも教科として英語が導入される時代となってきます。教える立場としてしっかり教えられるよう，今から頑張りたいと思います。 

 

○今期の表彰関係（このたびの集会で表彰・活動を披露された人） 

【部活動関係】 

吹奏楽部  第 17 回 ソロコンテストいばらき  銀賞 2-4 松下 香穂さん 伴奏 2-3 淀繩 みずほさん 

卓球部   平成 26 年度後期芳賀郡市卓球団体リーグ戦大会  女子 第 3 位 

【個人】 

平成 26 年度 交通安全標語コンクール  優秀賞 2-1 下条 怜司くん 
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